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背　　景
　結晶シリコン太陽電池をはじめとする光電変換デバイスの高効率化を目指し、キャリア選択層を用いたヘテロ接合
デバイスが研究されています。材料の組合せと成膜条件の最適化において、各層の物性とこれらの表面・界面特性を
明らかにする必要があります。

概要・特徴
　光電変換デバイスを構成する各層の組成、バンド構造、電気伝導性と欠陥
密度を、また、各層間の界面の構造と界面準位密度を評価し、最適化すること
で、エネルギー変換効率の向上を目指します。

技術内容
●光電変換デバイスを構成する各層の組成を各種分光、バンド構造をケル
ビンフォース顕微鏡、電気伝導性を電流-電圧曲線を用いて評価します。
●各層の厚みや原子レベルでの構造を走査型電子顕微鏡や透過型電子顕微
鏡を用いて観察します。
●光電変換デバイス内の欠陥・トラップの特性や密度を、インピーダンス
測定を用いて評価します。
●これらの情報を基に、光電変換デバイスの最適化を行います。
●材料や実験条件の最適化を効率的に進めるために、機械学習(ベイズ最適
化)の手法を適用します。

社会への影響・期待される効果
●脱炭素社会の実現に向けて、結晶シリコン太陽電池の高効率化は、重要な課題です。さらに、利用拡大が予想され
るセンサーデバイスの低消費電力化・高感度化も、不可欠です。光電変換デバイスの高効率化と高性能化を、環境
に優しい材料とプロセスを用いて実現することを目指します。
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トンネルSiO2パッシベーション膜を
利用したヘテロ接合結晶シリコン太陽
電池の構造




